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人工知能技術者
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人間のように頭の良い人工知能を技術者が作り
それがいろいろなことを解決するように

思っていませんか?



人工知能技術者

予測

分類

画像認識

言語処理対話

それは、100%誤り です。

そんなものは、存在しません。

（新聞記事や雑誌記事は、
ほぼ全て誤りか嘘です)



開発現場をお見せします



人のように考える知能の研究

(IBM、Googleなど世界トップクラスの
AI研究者、世界で100人程度のみ）

部分的専用のシステムの研究開発

（富士通、Yahoo! など国内有数企業の
AI研究者)

大半のAIニーズはここにある

（すでにあるツールを組み合わせる）
ビジネス現場



１）AIの研究開発に従事できるのは、
• 世界でほんの一握り
• 通常の日本の高校生の対象外

２）では現実的にはどうしているか?
• 実務で用いる人工知能は人のようには考えない
• 人がいろいろなAI部品を使いこなす
• 現場に必要なのは、AI部品を理解し使いこなす
能力

• これで日本の人工知能のほぼ100%がカバーで
きる。



他校は

１） プログラミングで人工知能が開発できるように
言っているが、、

それは不可能！
（高度な研究開発能力が必要）

２） プログラミングだけでは、ビジネスでも役に立た
ない



立志舎は



• 実社会では、作る人よりも、使いこなす人的
ニーズの方が、はるかにはるかに多い

• 立志舎はこの領域をカバー

• ビジネス課題をAI課題に展開し、ツールやプ
ログラムを使いこなし、解決策まで導く能力を
つける

• 技術系、ビジネス系を問わず、この領域の人
はすべて対象 （お客さん）
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• 計算型人工知能の世界トップクラスの研究者であり、
• 数多くの企業の顧問をつとめ、産業界の現状やニー
ズを 知り尽くしている

– 凸版印刷、東京ガス、マネックス証券、富士通総研、サイ
バーエージェント、清水建設、 LAC、、、

私が

本コースを監修しました。



今日の内容

• 今日の要点
• 自己紹介
• 人工知能の正しい理解
– ビッグトレンド：Webと新経済とAI

• 人工知能の誤解を解く！
• 立志舎の位置付け
• 立志舎AIビジネスコース（内容）
• さらなる独自性
• どのような仕事につけるか?
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楽天市場で売っている
一番高いものは？





ロングテール







Webの台頭



• 第１世代：探索

• 第２世代：知識を論理で処理

• 第３世代＝ Webデータ

ー＞ ウェブ上のデータで AIが成長

ー＞ AIをWebビジネスに利用

Webが成長すればするほど
AIが必須に
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ビジネス記事は間違えだらけで、

誤解が蔓延している。



AIの実例





AIツールを使って解いてみましょう

ボストンの住宅価格データを予測

• 地域、犯罪件数等の特徴から
• 物件の実売価格を予測



データ（特徴と価格)



データの学習と価格推定



できました。これが推定結果。

• かなり正確に予測できている
• 以上の全て、慣れていれば10分程度でできる。



えっ。そんなに簡単？
これがAI?

• そうです!
• これが大半のAIの実態です。



１）AIは人のように考えると言う誤解

• AIシステムを作る事は、人間のように考える知能シ
ステムを作ると思われがちだが、これは 誤り！

• 実は今のAIは非常に人工的で、いろいろな機能を
使いこなして、データ処理をする。

多くの新聞や雑誌記事、ビジネス書に
は、「AIが人のように考える」ように書い
てあるが、これらは間違い。
（知らない人が書いているから。）



人のように考える知能を作る

(IBM、Googleなど世界トップクラスの
AI研究者のみ） 自社専用のシステムを作る

（富士通、Yahoo! など国内有
数企業のAI研究者)

すでにあるツールを組み合わせて使う

（大半のAIニーズはここにある）

ビジネス現場

新聞や雑誌記事はここだと思わせている



必要なAIスキル

• ビジネス課題を、AI課題に落とし込み、

• 既存のツールやそれらの部品を組み合わせて、答
えを出す。

• これで、新聞紙面に登場するレベルの、ほとんどの
問題を解決することができる。

• 世の中には莫大なニーズがあるが、 このスキルを
持った人は 少ない。



２） AI ＝技術系と言う誤解

ビジネス課題を解くときは：

• 課題→ AI課題への展開→ データの収集など環境の準備→
システム開発→結果
– システム開発の能力が必要なのは最後
– プログラミングが必要なのは、最後の一部

• つまり大半で大切なのは、ビジネス課題をシステム開発に
持ち込むまでの能力。

• これは技術系の能力ではない。
• ビジネス領域でAIを使える人材が必要。つまりブルーオー
シャン！



すでにあるツールを組み合わせて使う

（ほとんどのニーズはここにある）

ビジネス現場

ビジネス課題

AI課題への落とし込み

ツール使用やプログラミング

ビジネス系の人がAIを勉強すれば
ここで活躍できる。
ITベンダーにぼったくられない。
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立志舎AIビジネスコースは
それを可能にする

• 「ビジネス課題→ AI課題への展開→実行」

これを、いろいろな分野で、色々な手法で、実践的に
訓練する。

• 大学に行く必要はない：産業界の課題から逆算した
コースで即戦力を育成

• 他の専門学校と立志舎との違い： 位置づけやコー
スの比較



立志舎の位置付け（１）

大学との差異



大学は内容が薄い

• 日本の大学は、基礎からあらゆることを教えていく
ため、使わない内容が多すぎる。

• 実力をつける場所になっていない。

• だから、学生も勉強しない。



基礎科目例



専門科目例



大学は科目数が多すぎる

• 基礎科目が多い （後で使わない）

• 基礎実験が必修 （人工知能と関係ない）

• 語学科目（第1外国語，第2外国語）が多い。

–英語があれば十分。

– しかも、大学の英語教育程度ではどうせ役に立たな
い

• 専門科目も多すぎる



立志舎の位置付け（２）

他専門学校AI学科との差異



立志舎と他校の位置関係
（各学校のAIコースの、パンフレット内容を言語解析し、位置関係を可視化）

各学校とも、
プログラミング、JAVA、Python、
検定などを基本としている。

日本電子、大阪情報、
名古屋工学院、
などは平均

大阪ハイテクは
ハードウェアに寄っている



日本工学院、東京未来は、

• 施設、編入、サポート、ヘ
ルプ、創造、コミュニケー
ションなどの傾向が強い

• コンサルタント、プロ
デュースにも強い傾向が
あるが、実務経験のない
人には、事実上不可能。

立志舎と他校の位置関係
（各学校のAIコースの、パンフレット内容を言語解析し、位置関係を可視化）



立志舎は、

• 基本に加えて、

• DX（デジタルトランスフォー
メーション）、（データ）サイ
エンス、実務、解析、予測、
課題、Microsoft、演習など、

• 実務で技術を使いこなそう
とする傾向がわかる。

立志舎と他校の位置関係
（各学校のAIコースの、パンフレット内容を言語解析し、位置関係を可視化）



N校 AIシステム科

プログラミング と もの作り中心。

ビジネス課題に取り組む内容がない。プロデュースは無理。



すでにあるツールを組み合わせて使う

（ほとんどのニーズはここにある）

ビジネス現場

ビジネス課題

AI課題への落とし込み

ツール使用やプログラミング

プログラミングだけだと何が悪いか?
プログラミングだけやって、世の中にAI人材として送り出しても、

何もできない。

ビジネス系に必要な能力

技術系に必要な能力



プログラミング偏重。ビジネス課題には無力。

T校 AI-IT



T校 AI-IT
システム開発目線。 これではAI課題に落とし込めないし、
この程度の能力では戦略立案やマネジメントはできない。



AR、VR、のアプリ開発のみ。

T校 AI-IT



ビジネス現場

ビジネス課題

AI課題への落とし込み

プログラミング

他校

人のように考える人工知能

ビジネス貢献もできない
プログラミング

ツール使用

ここを目指すような形だが

（不可能！）



立志舎の対象はここ全て

ビジネス現場

ビジネス課題

立志舎

ツール使用

プログラミング

すでにあるツールを組み合わせて使う

（ほとんどのニーズはここにある）

ここだけで国内ニーズの

ほぼ100%をカバー

AI課題への落とし込み
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実際の課題から逆算した、本当に必要な要素に集中。

AI課題を解決する能力を全て包含。



機械学習

• データに潜む関係性をAIが学習し、分類問題や予測問題を解く。
• 現在の実応用の、ほとんどを占める典型的AI。
• 対象は、数値データ、自然言語処理、画像認識など幅広い分野。
• プログラミング及び、scikit-learnのような一般的機械学習ライブ
ラリも積極的に使う。

時系列予測の例



ディープラーニング

• ニューラルネットの高度な発展とともに登場。現在研究開発
されている、最先端のAIシステムの全てがこの分野。

• 数値データの処理、自然言語処理や画像認識、またこれら
を融合処理するマルチモーダルなシステムなど、幅広い領域
に適用可能。

• Kerasのような、高水準のニューラルネットワークライブラリを
積極的に使い、実務課題にアプローチしていく方法を学ぶ。

手書き文字認識の例



データサイエンス

• データサイエンティストは、機械学習手法や統計的手法の両方
を理解した上で、様々な手法を使いこなしてデータ解析に挑む。

• データからどのような特徴を抽出して解決を図っていくかが、成
功失敗のカギを握る。実務課題では、このスキルが必要不可
欠。

• 考え方や、可視化などプレゼンテーションまでを含めたスキル
を習得。Matplotlibのような一般的ライブラリも積極的に使う。

販売データから傾向分析の例



ビジネスAI （ノンプログラミング）
• 様々なAI的アプローチを理解した上で、ビジネス現場で問題
解決方法を考える能力を身につける。

• 完全ノンプログラミングで、上位レベルの問題解決能力を集
中的に習得。
– 行動ログからのユーザ行動解析や、ウェブデータを使った販売予測、金融データを
使った経営意思決定などの、

文書のカテゴリー

分類の例



卒業演習（実務課題）

• 実データを使った実課題に取り組み、上位レベルの問題解
決能力を集中的に習得。

• グループで、解決方法そのものの立案から解決まで、実社
会と同じプロセスでの問題解決を体験。

ウェブページの設計を

ページの遷移確率から

最適化する例



SNSへの書き込みから商品評価を分析する例
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チームで課題に取り組み
社会的実践力

• 社会では1人で仕事をする事は無く、必ずチームで問題解決
に取り掛かる。だから、

– チームで問題解決をする実務的な仕事の作法を身に付
ける。

• グループワークで教えあうから、落ちこぼれない。
• 同じ目標を持つ学生同士で切磋琢磨して高め合う相乗効果



産業界の課題から逆算したコースで
即戦力を育成

• 実務課題をチームで解決する、疑似社会体験を通
して、実践力や突破力を育成。

• 在学中から、社会人と一緒に仕事をすることで、

–社会のスピードや緊張感を体感 → 押し付け教
育ではない自走する教育 → 確実に成長
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実例） ドラッグストア 仕入れ担当





営業、マーケティング

• それぞれの顧客のこれまでの購買実績から、未来
の購買を予測。

• 優良顧客を抽出して、最適な広告戦略を実施。

DMの出しわ分け



デザイナー、スタイリスト
GANによる画像生成







今日の内容

• 自己紹介
• 人工知能の正しい理解
–ビッグトレンド：Webと新経済とAI

• 人工知能の誤解を解く！
• 立志舎の位置付け
• 立志舎AIビジネスコース（内容）
• さらなる独自性
• どのような仕事につけるか?



すでにあるツールを組み合わせて使う

（ほとんどのニーズはここにある）

ここだけで国内ニーズの

ほぼ100%をカバー

ビジネス現場

ビジネス課題

AI課題への落とし込み

ツール使用

プログラミング

立志舎

立志舎の対象はここ全て



立志舎は

• 実社会では、作る人よりも、使いこなす人的リ
ソースのニーズの方が、はるかにはるかに多
い

• 立志舎はこの領域をカバー
• ビジネス課題をAI課題に展開し、ツールやプ
ログラムを使いこなし、解決策まで導く能力を
つける

• 技術系、ビジネス系を問わず、この領域の人
はすべて対象（お客さん）



自信を持ってお届けします。


